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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆ 今月号は特集「沖縄海域（その1）」原稿6編とその
他5編です．特集は沖縄海域の島弧やリフトに関する
報告です．その他は鉱物資源関連が2編，標本館関
連1編，シリーズもの1編，それに書評1編です．現
在，国内では金属盗難事件が続発していますが，そ
の背景には，世界的な鉱物資源不足があります．そ
れにしても，飽食日本での金属盗人のさもしさには慨
嘆せざるを得ません．
◆ 特集では，まず荒井晃作さん・西村　昭さんが本
特集のねらいを述べています．日本の主要四島の周
辺海域の地質調査は，過去30年を費やして完了して
います．今後は沖縄海域の沿岸調査を重点的に取り
組む予定です．そのために，今までの研究の総括と
今後の課題を取りまとめました．中江　訓さんは沖縄
島とその周辺諸島および八重山諸島について，先新
第三系基盤岩類の研究史や層序区分の変遷を取りま
とめました．また，今後の研究課題として，慶良間海
裂での変位が重要であると指摘しています．兼子尚
知さんは，琉球弧の陸域の新生界層序について取り
まとめています．そして，今後の研究課題として，1）
沖縄トラフの形成と拡大時期，2）南琉球弧500m島
棚の形成時期，3）最終氷期のサンゴ礁分布，を挙げ
ています．小田啓邦さんは，GPSと古地磁気からみ
た沖縄トラフ・琉球弧のテクトニクスについて取りまと
めています．井上卓彦さんは，東シナ海周辺海域の
発達史に関わる調査・研究をレビューしています．荒
井晃作さんほかは，北部琉球弧の高分解能音波探査
の結果について報告するとともに，本手法を適用す
るに当たっての課題と展望を示しています．この他，
口絵で，町田栄章さんほかは琉球弧周辺のメタン湧

水・海底熱水の様子を紹介しています．興味深いブ
ラックスモーカーや熱水チムニーなどが掲載されてい
ます．また，荒井晃作さんは，沖縄海域の調査に向
けた調査予定測線図や第2白嶺丸の調査風景を紹介
しています．
◆ 中山　健さんは，最近の鉱物資源価格の高騰の一
つとして，活況を呈するチリのモリブデン生産の現状
とそのチリ経済へのインパクトについて紹介していま
す．表紙と口絵にも，チリのポーフィリー銅鉱床副産
物であるモリブデンに関する写真が掲載されていま
すので，併せてご覧下さい．
◆ 清水　徹さんは，日本が抱える鉱物資源問題を憂
慮して，鉱物資源の研究者という立場から，研究環境
作りの重要性と国際協力の在り方について提言して
います．
◆ 清水　徹さんほかは，地質標本館の第2展示室

「生活と鉱物資源」コーナーの電飾パネルを更新した
内容について報告しています．
◆ 吉川俊之さんは，シリーズ地質調査のパートナー

（5）としてハンマーを取り上げています．地質調査に
とって最も基本となる調査用具です．それ故，個々
人のハンマーに対する思い入れは深いものがありま
す．吉川さんは自分の体験を通して，ハンマーの特徴
を紹介しています．
◆ 須藤定久さんは，「天然ゼオライト－利用にあたって
の品質評価基準－」の書評を寄稿しています．
◆ 風薫る五月になりました．フィールド・シーズンの到
来です．6月号は特集「沖縄海域（その2）」とその他
の個別原稿を予定しています．読者の皆様からのご
意見を，お待ちしております． （玉生志郎）


